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第
１
４
回
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当
者
会
議
報
告 

 
 

 

期 

日 

６
月
１
７
日
（
日
）9

：3
0

～1
2

：0
0
 

 

場 

所 

大
宮
・
高
鼻
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー 

参 

加 

１
３
団
体
１
５
名 

他 

理
事 

計
２
２
名 
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□
□
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参
加
団
体
出
席
者
： 

三
郷
山
の
会
（
八
木
原
健
一
、
金

子
富
江
）
、
わ
ら
び
山
の
会
（
伊
藤

正
勝
）
、
埜
歩
歩
富
士
見
山
の
会
（
青

木
正
）
、
上
福
岡
山
な
み
（
古
畑
秋

夫
）
、
ハ
イ
ジ
ア
ル
ペ
ン
（
木
阪
康

弘
）
、
ビ
ス
タ
ー
リ
（
染
谷
久
士
）
、

北
本
山
の
会
（
千
葉
一
郎
）
富
士
見

市
峠
山
の
会
（
宮
川
修
一
）
、
新
座

山
の
会
（
井
上
順
司
）
、
浦
和
山
の

会
（
水
谷
克
明
）
、
日
和
田
ア
ル
パ

イ
ン
ク
ラ
ブ
（
甲
斐
嘉
紘
）
、
熊
谷

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
人
（
木
村
哲
也
）
、

大
宮
労
山
（
小
島
満
、
谷
脇
京
子
） 
 

議
題 

★
春
山
遭
難
事
故
の
検
討 

５
月
４
日
午
後
か
ら
吹
雪
に
な
り

午
後
４
時
に
は
氷
点
下
２
度
ま
で
低

下
。
寒
気
を
伴
っ
た
気
圧
の
谷
が
通

過
し
て
天
候
が
急
変
し
た
。 

そ
ん
な
中
で
の
遭
難
事
故
で
あ
っ
た
。 

ト
ム
ラ
ウ
シ
の
遭
難
事
故
事
例
が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
い
ず
れ
も
低

体
温
症

で
の
死

亡
で
あ

っ
た
。 

春
山

は
天
候

が
急
変

す
る
と

一
気
に

冬
山
へ

逆
戻
り
、

計
画
を
立

て
る
段
階

で
、
ど
こ

の
地
点
で

進
退
を
見

極
め
る
か

難
し
い
か

も
し
れ
な
い
が
登
山
者
は
気
象
の
知

識
と
判
断
力
を
身
に
つ
け
て
安
全
な

登
山
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。 

1

）
北
ア
ル
プ
ス
で
の

8

名
死
亡 

（
白
馬
岳6

名
、
涸
沢
岳1

名
、
爺

ケ
岳1

名
） 

2
）
槍
ヶ
岳
で
落
雷
に
よ
る
け
が
１
名 

埼
玉
県
連
で
そ
の
時
期
に
入
山
し

て
い
た
パ
ー
テ
イ
は
大
宮
労
山
の
剱

岳
、
埜
歩
歩
富
士
見
山
の
会
の
燕
岳

～
常
念
岳
、
三
郷
山
の
会
の
槍
ヶ
岳
、

熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
槍
ヶ
岳
。 

 

★
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
事
例
報
告 

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
三
郷
山
の
会
、

わ
ら
び
山
の
会
、
あ
す
な
ろ
山
岳
会
）

で
の
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
交
流
バ
ス
ハ
イ

キ
ン
グ
で
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
書

か
ら
伊
藤
ブ
ロ
ッ
ク
長
か
ら
説
明
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

日
時
：
平
成2

4

年2

月1
2

日 
 

天
候
：
雪 

視
界
不
良 

場
所
：
裏
磐
梯
猫
魔
ス
キ
ー
場
～
雄

国
山
コ
ー
ス 

山
行
人
数
：4

団
体2

8

名 

【
状
況
】 

2

班
編
成
で
雄
国
沼
へ
下
山
す

る
も
ス
キ
ー
ト
レ
ー
ル
に
入
り
、

誤
り
に
気
が
付
き
①
班
は
引
き
返

し
正
規
ル
ー
ト
に
戻
っ
た
が
②
班

は
そ
の
ま
ま
急
斜
面
を
下
り
進
む

（
こ
の
時
点
で
パ
ー
テ
イ
分
離
） 

最
終
的
に
は
①
②
班
合
流
し
た
が
雪

山
で
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。 

【
原
因
】 

①
ル
ー
ト
確
認
、
コ
ン
パ
ス
の
使
用

の
怠
慢 

②
リ
ー
ダ
ー
、
メ
ン
バ
ー

構
成
の
役
割
分
担
の
不
備
。
③
悪
天

候
で
の
あ
せ
り 

④
ル
ー
ト
経
験
が

あ
る
と
油
断
。
⑤
迷
っ
た
時
に
は
引

返
す
の
鉄
則
が
守
ら
れ
て
い
な
い
等
。 

 

★
救
助
隊
よ
り 

セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
の
ア
ピ
ー
ル 

1
)

救
助
隊2

0
1
2

年
度
活
動
方
針
の

実
施
に
向
け
て
の
説
明
。 

⑤
「
机
上
・
実
技
」
を
通
じ
て
山

の
ピ
ン
チ
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に

も
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
と
チ
ー
ム

レ
ス
キ
ュ
ー
を
普
及
す
る
。 

2

）1
0

月2
0

日
（
机
上
訓
練
） 

2
1

日
（
実
技
訓
練
） 

3

）
水
谷
氏
よ
り
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー

の
重
要
性
・
大
切
さ
の
説
明
。 

4

）
会
レ
ベ
ル
に
対
応
し
た
セ
ル
フ
レ

ス
キ
ュ
－
が
必
要
で
あ
る
。 

5
）
実
技
場
所
で
の
設
定
、
案
を
救
助

隊
で
提
示
。 

6

）
救
助
隊
よ
り
テ
キ
ス
ト
を
作
成
。 

7

）
各
会
の
要
望
を
聞
く
為
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
発
信
す
る
。 

★
そ
の
他 

1

）
登
山
時
報6

月
号
「
六
甲
山
・
西

山
谷
で
の
行
方
不
明 

死
亡
事
故

は
、
私
た
ち
に
何
を
問
い
か
け
る

か
」
計
画
書
と
単
独
登
山
か
ら
の

文
章
を
読
ん
で
下
さ
い
。 

2

）
埼
玉
県
内
の
平
成2

3

年
の
遭
難

件
数3

9

件
、
遭
難
者
数5

2

人
（
内

死
亡
事
故2

人
） 

 

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
書
は
適
宜
、
遭

難
防
止
・
安
全
教
育
委
員
会
ま
で
提

出
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
0
1
2
.
0
6
.
2
8

遭
難
防
止
・
安
全
教
育

委
員
会 

担
当
理
事 

尾
手 
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１ｐ）第 14 回遭難防止・安全教育担当者会議報告             

２ｐ）第 45 期第 1 回評議会報告、他 

３ｐ）第 17 期登山学校  

第１回講座「計画から下山まで」を終えて 

４ｐ）西部ブロッククリーンハイク報告 

５ｐ）岩ネット、沢ネット、救助隊訓練報告 

６ｐ）理事会報告、お知らせ、他 

                  ツユクサ 

                                      

                          

 

 

    

第１７９号     ２０１２年    ８月 ６日（月）発行           埼  玉  労  山      （  １  ）      

 

 

＊＊遭難防止・安全教育委員会より＊＊ 

 ・今後の遭難防止・安全教育担当者会議での 

  ヒヤリハット事例報告を募集しています。 

  氏名等の諾名・秘密は守ります。 

 ・今年もいよいよ 冬山シーズンが到来します。 

  加盟団体で冬山計画をしている会は、計画書の 

  提出、報告等へご協力をお願いします。 

            担当 尾手 

＠
登
山
学
校
か
ら
！ 

 

９
月
講
座
「
地
図
の
読
み
方
」 

机
上 

９
月
１
日 

実
技 

９
月
２
日 

中
央
沿
線 

菊
花
山 

 

 

 

１
０
月
講
座
「
初
級
岩
登
り
」 

机
上 

１
０
月
１
３
日 

実
技 

１
０
月
１
４
日 

奥
武
蔵
・
日
和
田
山 

 

 

 

１
１
月
講
座
「
天
気
の
見
方
」 

机
上 

１
１
月
３
日 

実
技 

１
１
月
４
日 

中
央
沿
線 

岩
殿
山 

 
 

以
上
、
第
４
回
～
６
回
ま
で
の
登

山
学
校
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

＊
８
月
講
座
報
告
は
次
号
で 

＊
受
講
生
の
方
へ 

 
 

感
想
や
登
山
学
校
へ
の
意
見 

 

 
 

を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

（
尾
手
） 
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第１７２号    ２０１１年 ７月１３日（水）発行          埼 玉 労 山       （ ２ ）     

全国女性委員会 主催 

「第４回女性登山者のための継続した体力管理のための体力測定」に参加して 

埜歩歩富士見山の会   笠井美佐子 

 

 

「女性登山者の継続した体力管理のための体力測定」に参加して 

                         所沢ハイキングクラブ 森田志津江 

 

埼
玉
労
山 

第
１
回
評
議
会
報
告 

［
日
時
］ 
２
０
１
２
年
６
月
１
７
日(

日)
 

午
後
１
時
３
０
分
～ 

［
場
所
］ 
高
鼻
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

評
議
員
定
数
（
３
１
名
） 

出
席
１
９
名 

評
議
会
成
立 

  

去
る
６
月
１
７
日
、
大
宮
の
高
鼻

コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

埼
玉
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
第
１
回
評

議
会
が
開
催
さ
れ
、
天
候
不
順
の
為

会
山
行
を
取
り
や
め
出
席
し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
挨
拶
を
兼
ね
て
理
事
長
よ

り
議
事
内
容
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

議
題 

①
賠
償
保
険
加
入
ア
ピ
ー
ル
！ 

第
三
者
に
対
す
る
賠
償
責
任
に
つ

い
て
、
個
人
賠
償
プ
ラ
ン
や
主
催
者

側
行
事
賠
償
プ
ラ
ン
、
公
開
ハ
イ
ク

な
ど
や
新
し
い
会
員
が
入
会
す
る
際

に
有
効
な
短
期
掛
け
捨
て
プ
ラ
ン
な

ど
個
人
や
会
で
主
催
す
る
側
の
行
事

の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
に
は
…
と
い
う

テ
ー
マ
で
労
山
加
盟
で
格
安
に
提
供

し
て
い
る
セ
ブ
ンA

保
険
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。 

②
県
連
の
事
故
対
策
と
保
険
！ 

県
連
行
事
『
登
山
学
校
、
岩
ネ
ッ

ト
等
』
の
参
加
者
に
対
す
る
安
全
と

事
故
対
策
、
ま
た
賠
償
問
題
等
で
参

加
確
認
書
を
貰
う
事
に
つ
い
て
趣
旨

説
明
が
あ
っ
た
。 

③
新
特
別
基
金
申
請
の
注
意
事
項
！ 

事
故
を
起
こ
さ
な
い
事
が
基
本
だ

が
、
計
画
書
に
受
理
日
「
会
の
山
行

部
担
当
者
が
計
画
書
の
内
容
を
確
認

し
た
日
」
を
山
行
計
画
書
に
記
載
さ

れ
て
い
な
い
会
や
ク
ラ
ブ
が
多
く
、

申
請
に
あ
た
り
追
記
と
ケ
ガ
等
の
事

故
を
起
こ
し
た
場
所
を
地
図
に
記
し

て
全
国
連
盟
や
埼
玉
労
山
理
事
長
宛

に
送
付
頂
け
れ
ば
有
り
難
い
。 

④
個
人
会
員
制
度
制
の
取
り
組
み
！ 

個
人
会
員
に
つ
い
て
千
葉
県
連
の

取
り
組
み
を
「
千
葉
ニ
ュ
ー
ス
」
か

ら
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

⑤
そ
の
他 
各
委
員
会
等
か
ら
報
告 

＊
自
然
保
護
委
員
会
…
加
納
理
事 

ａ
、
植
樹
と
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
報
告 

 

 

来
年
度
か
ら
ゴ
ミ
の
多
い
所
か
ら 

 
 

 

集
中
的
に
清
掃
し
よ
う
と
提
案
。 

ｂ
、
放
射
線
量
測
定
の
お
願
い 

埼
玉
労
山
で
全
国
連
盟
か
ら
測
定

器
を
一
台
借
入
。
貸
出
希
望
さ
れ

る
会
は
積
極
的
に
申
し
出
て
ほ
し

い
。 

＊
女
性
委
員
会
…
久
保
理
事 

ａ
、
東
日
本
女
性
交
流
会 

 
1
0
/
1
3

～1
4
 

山
形
で
開
催
。
男
性 

 

も
歓
迎
。 

＊
沢
ネ
ッ
ト
…
徳
重
理
事 

８
月
、
９
月
沢
登
り
を
計
画
。 

詳
細
は
打
ち
合
わ
せ
会
で 

＊
そ
の
他 

 

岩
、
救
助
隊
、
登
山
学
校
、
ハ
イ

キ
ン
グ
委
員
会
よ
り 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上
。 

 

記
録
報
告:

わ
ら
び
山
の
会 

 
 

 

理
事 

近
藤
健
一 

 

  

 

石
田
先
生
の
あ
な
た
の
山
筋
は
大

丈
夫
で
す
か
？ 

の
第
一
声
で
講
義

が
始
ま
り
ま
し
た
。 

今
現
在
自
分
の
体
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
、
登
山
に
適
し
た
身
体
に
な
っ

て
い
る
か
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
・
・
・
と
。
一
言
、
一
言
胸
に
ズ

シ
ン
ト
来
ま
す
。 

中
高
、
老
年
期
に
な
っ
て
か
ら
の

登
山
は
、
や
は
り
自
分
を
知
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
登
り
た
い
山
に

適
し
た
自
分
の
体
力
、
登
り
た
い
山

に
適
し
た
筋
力
を
維
持
し
続
け
る
事

が
出
来
る
か
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。 

 
 

な
ぜ
か
多
い
５
０
代
以
降
の
事
故
、

女
性
に
多
い
無
雪
期
の
事
故
？ 

エ
ッ
ど
う
し
て
、
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
の

冊
子
を
読
ん
で
み
ま
す
と
事
故
の
７

０
％
が
転
倒
、
滑
落
と
な
っ
て
い
ま

す
。 そ

の
原
因
が
、
５
０
代
以
降
急
激

に
骨
量
や
、
筋
力
が
低
下
す
る
か
ら

な
の
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
、
先
ず
自
分
を
知
る
こ
と

か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
事
な
の
で
す
。 

幾
つ
に
な
っ
て
も
遅
筋
は
身
に
つ

け
る
事
が
出
来
る
そ
う
で
す
。
登
山

に
必
要
な
の
は
速
筋
で
は
な
く
遅
筋

な
の
で
す
か
ら
う
れ
し
い
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

登
山
を
継
続
し
て
い
て
も
加
齢
と

と
も
に
筋
肉
量
は
年
々
落
ち
る
。 

し
か
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
れ
ば
遅

筋
は
増
や
事
が
出
来
る
の
で
す
。 

登
山
を
趣
味
と
す
る
女
性
は
質
の

高
い
、
満
足
度
の
高
い
生
活
を
送
る

事
が
出
来
る
と
い
い
ま
す
。 

６
０
代
、
７
０
代
と
高
齢
期
に
向

か
っ
て
必
要
な
の
は

体
力
、
栄
養
、
休
養

だ
そ
う
で
す
。
皆
さ

ん
肝
に
銘
じ
ま
し
ょ

う
。 早

速
生
涯
登
山
を

目
指
し
て
ゴ
ー
ゴ
ー

体
操
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
全
員
真

剣
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
是
非
続

け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

午
後
の
講
習
は
サ

プ
リ
メ
ン
ト
の
話
で

し
た
。
講
師
は
お
菓

子
の
会
社
江
崎
グ
リ

コ
サ
プ
リ
メ
ン
ト
研

究
室
の
方
た
ち
で
し

た
。
（
う
れ
し
い
お

土
産
も
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
）
登

山
と
い
う
行
為
は
、

非
日
常
的
な
行
為
な

の
で
栄
養
を
取
り
込

む
順
位
が
実
に
は
っ

き
り
し
て
い
る
と
い

う
事
で
す
。 

１
酸
素
、
２
水
、
３N

A
、
４
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
５
身
体
の
材
料
（
ア
ミ
ノ
酸
）
、

こ
れ
は
し
っ
か
り
納
得
で
き
ま
す
。

水
は
ス
タ
ー
ト
前
に
し
っ
か
り
飲
ん

で
お
く
事
、
喉
が
渇
い
た
と
感
じ
た

時
は
そ
の
時
点
で
相
当
脱
水
し
た
状

態
で
あ
る
と
い
う
事
を
覚
え
て
お
く

事
、N

A

不
足
に
な
る
と
筋
肉
が
攣
り

や
す
く
な
る
、
登
山
中
は
、
減
塩
の

食
事
は
ダ
メ
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
炭
水
化
物
を
し
っ

か
り
と
る
。
身
体
の
材
料
と
言
う
の

は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
ア
ミ
ノ
酸
を
直

接
と
る
と
い
う
事
。 

ど
う
し
て
も
年
齢
を
重
ね
て
来
る

と
膝
に
違
和
感
、
あ
る
い
は
痛
み
を

感
じ
易
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
そ
う

い
う
時
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
力
を
積

極
的
に
借
り
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。 

日
曜
日
と
言
う
事
も
あ
り
き
っ
と

会
山
行
と
重
な
っ
た
と
い
う
事
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
も
っ
と
関
心
を

持
っ
て
受
講
し
た
い
課
題
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                  

        

     
 

        

                   

第１７９号     ２０１２年    ８月 ６日（月）発行          埼  玉  労  山      （  ２  ）     

 

第第１１２２回回  東東日日本本女女性性登登山山交交流流集集会会  

期 日 10 月 13 日（土）～14 日（日） 一泊二日 

会 場 赤倉温泉「あべ旅館) 山形県最上町 

参加費  １万円      

内 容 10/13（土）講演会＆交流会  

   講師  登山医学界 野口いづみドクター 

      保健学博士 石田良恵先生 

高桑順一氏（神室連峰の自然を守る会） 

      10/14（日）神室連峰交流登山 

主 催 日本勤労者山岳連盟女性委員会  

主 管 山形県勤労者山岳連盟 

＊埼玉県連女性委員会の取り組み！ 

8/6  現在  名参加する予定です。 

＊神室山は素晴らしいところです。 

締め切り以後の参加希望者は早目の申し込みを

お勧めします。 

一人でも多く参加し、自然や文化の豊かな最上町

でお会いしましょう。 

各会ごとに全国女性委員会へ申し込み 
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第１７２号     ２０１１年   ７月 ２０日（月）発行          埼  玉  労  山      （１ ）     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

登山学校 第 1回講座 

 

計画から下山まで 

 

 

 
６月 ９日  机上 

 カルタスホール 

  参加者   ３５名 

 

６月１０日  実技 

 栃木・大小山 

  参加者  ３６名 

      
 

第
一
回
講
座 

「
計
画
か
ら
下
山
ま
で
」
を
終
え
て 

五
月
の
開
校
式
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

終
え
埼
玉
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
の
第

十
七
期
登
山
学
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

第
一
回
目
の
講
座
は
、
「
計
画
か

ら
下
山
ま
で
」
の
講
座
を
六
月
九
日

机
上
講
義
、
十
日
実
技
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
義
内
容
は
、
小
松
講
師
に

よ
る
山
登
り
を
す
る
た
め
の
計
画
か

ら
準
備
、
山
の
選
定
等
を
は
じ
め
計

画
書
の
作
成
方
法
、
コ
ン
パ
ス
の
使

い
方
に
つ
い
て
の
講
義
で
し
た
。 

明
日
の
実
技
の
為
に
四
班
に
分
か

れ
計
画
書
作
成
や
コ
ン
パ
ス
の
使
い

方
を
習
得
し
ま
し
た
。 

 

翌
日
の
実
技
は
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

小
山
経
由
と
東
武
日
光
線
栃
木
経
由

に
分
か
れ
Ｊ
Ｒ
両
毛
線
に
乗
っ
て
集

合
場
所
の
富
田
駅
に
九:

〇
三
到
着
。

当
日
は
、
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
小
さ
な
富
田
駅
に
た

く
さ
ん
の
乗
降
客
が
下
り
ま
し
た
。 

 
 

我
々
総
勢
二
五
名
は
昨
日
決
め
た

四
班
に
分
か
れ
、
一
路
三
柱
神
社
へ

向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。 

三
柱
神
社
で
各
自
作
成
し
た
登
山
計

画
書
を
班
ご
と
に
集
め
提
出
し
、
そ

の
後
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行
い
出
発
。 

 

阿
夫
利
神
社
に
到
着
後
登
山
開
始
、

女
坂
分
岐
を
経
由
し
て
、
展
望
ス
ポ

ッ
ト
。
大
小
山
か
ら
は
広
大
な
関
東

平
野
の
先
に
東
は
筑
波
山
、
南
に
は

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
新
宿
の
高
層

ビ
ル
群
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
小
山
、
妙
義
山
の
ピ
ー

ク
を
踏
ん
で
楽
し
い
昼
食
、
昼
食
後

再
出
発
を
す
る
も
の
の
後
続
が
・
・
・ 

 

や
ま
ゆ
り
学
園
へ
向
か
い
山
を
降

り
再
び
登
り
か
え
す
と
い
う
ハ
ー
ド

な
行
程
で
あ
っ
た
。
登
山
の
途
中
何

度
も
コ
ン
パ
ス
を
振
る
場
面
を
作
っ

て
頂
き
全
員
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

天
気
予
報
で
は
雨
が
心
配
で
し
た
が 

登
山
学
校
の
生
徒
及
び
講
師
の
日
頃

の
行
い
が
幸
い
し
、
何
と
か
も
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
登
山
学
校
の
初
め
て

の
登
山
で
班
内
で
は
あ
り
ま
す
が
仲

間
の
名
前
と
顔
が
一
致
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

阿
夫
利
神
社
で
整
理
体
操
の
ス
ト

レ
ッ
チ
を
行
い
、
集
合
写
真
も
撮
り

終
え
て
無
事
解
散
致
し
ま
し
た
。 

十
五:

四
二
の
電
車
に
乗
っ
て
無
事

帰
宅
。
メ
タ
ボ
の
私
は
万
歩
計
を
つ

け
て
の
登
山
で
し
た
。 

我
が
家
に
つ
い
て
歩
数
を
確
認
二

七
，
七
二
八
歩
。
楽
し
い1

日
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

登
山
学
校
の
仲
間
と
講
師
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。 

受
講
生 

 

尾
林
雅
男 

記 

 

         

「
計
画
か
ら
下
山
ま
で
」
を
終
え
て 

 
 

        

六
月
九
日
（
土
）
机
上
講
座 

い
よ
い
よ
初
回
の
講
座
、
楽
し
み

に
会
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。
ま
ず
は

遭
難
に
関
す
る
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が

ら
登
山
計
画
書
の
必
要
性
を
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
、
こ
れ

ま
で
個
人
や
友
人
と
の
山
行
で
登
山

計
画
書
を
作
成
し
た
こ
と
が
な
く
、

予
定
の
行
程
を
メ
モ
し
て
お
く
だ
け

だ
っ
た
の
で
、
今
回
の
「
登
山
計
画

書
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う

目
標
を
実
践
で
き
る
よ
う
心
が
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
分
か
り
易
い
テ
キ

ス
ト
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
山
の

選
び
方
か
ら
装
備
、
プ
ラ
ン
の
立
て

方
、
パ
ー
テ
ィ
の
役
割
、
登
山
中
の

歩
き
方
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
断
片

的
に
知
っ
て
い
る
事
柄
を
確
認
し
た

り
、
不
足
し
て
い
た
知
識
を
整
理
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

小
松
講
師
の
実
際
の
登
山
を
例
と

し
た
プ
ラ
ン
の
立
て
方
は
、
実
践
的

で
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
初

め
て
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て
み
ま
し
た
。

地
形
図
の
見
方
を
知
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
コ
ン
パ
ス
を
振
っ
て
み
る

と
自
分
の
向
か
う
方
向
を
示
す
こ
と

が
で
き
る
だ
な
ん
て
「
な
ん
て
賢
い

道
具
な
ん
だ
～
」
と
感
心
し
ま
し
た
。

し
っ
か
り
と
使
え
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。
最
後
に
、
翌
日
の
実
技
の

学
習
山
行
の
計
画
書
を
各
自
で
書
い

て
み
ま
し
た
。 

安
全
に
登
山
を
す
る
上
で
、
出
発

前
の
準
備
が
い
か
に
大
切
か
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
必
要
十
分
な

装
備
、
山
や
天
気
の
情
報
の
収
集
等
、

事
前
に
様
々
な
想
定
と
計
画
を
し
て

お
く
こ
と
で
、
心
身
に
余
裕
が
持
て

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

六
月
十
日
（
日
）
実
技
講
座 

心
配
し
て
い
た
天
気
も
ま
ず
ま
ず
、

暑
い
く
ら
い
の
陽
気
で
登
山
計
画
書

の
行
動
予
定
に
そ
っ
て
各
地
か
ら
富

田
駅
に
集
合
し
ま
し
た
。 

早
速
コ
ン
パ
ス
を
振
っ
て
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
出
発
し
、
途
中
の

神
社
で
準
備
体
操
を
行
い
ま
す
。
登

り
と
下
り
の
歩
き
方
を
確
認
し
、
田

舎
道
か
ら
登
山
口
へ
向
か
い
ま
し
た
。

里
に
近
い
低
山
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
地
図
に
な
い
登
山
道
も
あ
り

現
在
地
の
確
認
と
コ
ン
パ
ス
を
度
々

振
っ
て
目
標
の
位
置
を
確
か
め
る
よ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。
徐
々
に
傾
斜

も
き
つ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
比

較
的
ゆ
っ
く
り
ペ
ー
ス
だ
っ
た
た
め
、

気
持
ち
よ
く
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
途
中
の
見
晴
台
か
ら
眼
下
に
田

園
風
景
を
見
渡
せ
、
遠
く
に
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
も
発
見
し
ま
し
た
。 

大
小
山
、
妙
義
山
の
さ
さ
や
か
な

山
頂
を
踏
み
、
登
山
道
の
分
岐
付
近

で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
食
事
後
、

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
一
番
最
初
に

歩
き
始
め
、
ワ
ン
ち
ゃ
ん
連
れ
の
登

山
者
と
す
れ
違
っ
た
り
元
気
に
足
を

進
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
途
中
で

踏
み
跡
が
不
明
瞭
に
な
り
、
後
続
が

来
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
き
…
ど
う

や
ら
道
迷
い
を
し
て
し
ま
っ
た
よ
う

で
す
。
昨
日
の
講
義
の
と
お
り
、
来

た
道
を
登
り
返
し
、
正
規
の
ル
ー
ト

に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
ん

だ
こ
と
が
し
っ
か
り
と
役
に
立
っ
た

の
で
し
た
。 

い
っ
た
ん
集
落
へ
下
っ
た
後
、
再

び
登
り
返
し
ま
す
。
標
高
に
関
わ
ら

ず
、
こ
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
足
に
き

ま
す
。
南
側
の
尾
根
道
を
気
持
ち
よ

く
歩
く
と
、
本
日
一
番
の
眺
め
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
ピ
ー
ク
に
到
達
し
ま
し

た
。
三
百
六
十
度
の
展
望
で
爽
や
か

な
風
が
心
地
よ
か
っ
た
で
す
。 

登
山
口
ま
で
降
り
た
頃
、
小
雨
が

パ
ラ
パ
ラ
。
全
員
が
無
事
に
下
山
し
、

整
理
体
操
や
山
行
の
ま
と
め
を
行
っ

て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

大
小
山
は
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も

歩
き
甲
斐
の
あ
る
山
で
し
た
。
グ
ル

ー
プ
の
皆
で
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら

歩
き
、
楽
し
い
山
行
に
な
り
ま
し
た
。

電
車
で
の
移
動
中
も
、
山
の
情
報
交

換
や
装
備
の
工
夫
な
ど
の
話
で
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま

し
た
。
講
師
の
皆
さ
ま
に
は
お
世
話

に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

受
講
生 

 

岩
下 

愛 
 

記 
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第１７２号    ２０１１年 ７月１３日（水）発行          埼 玉 労 山       （ ２ ）     

県
民
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク 

報
告 

 

西
武
秩
父
沿
線
＆
吾
野
駅
集
合 

日 
時 

 

５
月
２
７
日 

(

日)
 

電
車
利
用
、
日
帰
り 

 
 

参
加
者 

 

９
団
体 

 

８
５
名 

コ
ー
ス 
顔
振
峠
、
子
の
権
現
、
天
覚
山
、
関
八
州
見
晴
台
、
他 

 

     ナルコユリ 

   

 

西部ブロック 西
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
西
武
秩
父
鉄

道
の
吾
野
駅
に
１
５
時
に
集
合
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
が
独
自
の
コ
ー
ス
で

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
を
実
施
し
た
。 

＊
ユ
ガ
テ
～
顔
振
峠
コ
ー
ス 

 

所
沢
Ｈ
Ｃ
（1

3

名
）
埜
歩
歩
富
士

見
（1

1

名
）
新
座
（1

7

名
） 

＊
子
の
権
現
コ
ー
ス 

 

飯
能
（6

名
） 

＊
天
覚
山
～
大
高
山
コ
ー
ス 

峠
山
の
会
（9

名
）
ビ
ス
タ
ー
リ 

(
1
0

名)
 

＊
関
八
州
～
高
山
不
動
尊
コ
ー
ス 

山
な
み
（1

1

名
） 

＊
西
吾
野
北
側
岩
場 

清
掃 

日
和
田
ア
ル
ペ
ン
（6

名
）
橡
（2

名
） 

＊
ゴ
ミ
回
収
結
果 

可
燃
ご
み
： 

1
4
.
5

㎏ 
 

 

不
燃
ご
み
： 

1
5
.
7

㎏ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
計 

3
0
.
2

㎏          

吾
野
駅
で 

 

      

【
記 

録
】
ユ
ガ
テ
～
顔
振
峠 

 

拾
っ
た
ゴ
ミ
を
入
れ
る
袋
を
も
ら

っ
て
準
備
体
操
か
ら
開
始
。 

車
道
３
０
分
を
歩
き
、
休
憩
の
後
ユ

ガ
テ
へ
の
登
り
に
か
か
る 

ユ
ガ
テ
で
休
憩
、
水
分
を
補
給
。 

エ
ビ
ガ
坂
か
ら
十
二
曲
り
に
向
か
う 

ゴ
ミ
が
登
山
道
の
そ
ば
に
あ
る
の
は 

わ
ず
か
。
道
か
ら
離
れ
た
所
、
下
方

に
見
つ
け
る
こ
と
が
多
い
。 

山
の
中
に
放
置
さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ
は
、 

昔
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
瓶
、
空
き
缶

が
多
い
。
最
近
の
人
は
マ
ナ
ー
が
い

い
。
車
道
わ
き
に
は
ゴ
ミ
が
多
い
。

車
か
ら
の
投
げ
捨
て
だ
ろ
う
。
車
道

の
下
に
降
り
て
ゴ
ミ
を
拾
う
。 

ゴ
ミ
袋
片
手
に
諏
訪
神
社
に
向
か

う
。
ゴ
ミ
の
量
は
ま
だ
多
く
な
い
。 

諏
訪
神
社
に
向
か
う
途
中
の
尾
根

や
諏
訪
神
社
入
口
か
ら
の
眺
望
は
素

晴
ら
し
く
、
奥
武
蔵
の
山
々
が
良
く

見
渡
せ
る
。 

昼
過
ぎ
に
諏
訪
神
社
に
到
着
。
日

陰
で
昼
食
と
し
、
先
行
要
員
が
調
理

し
た
味
噌
汁
を
い
た
だ
く
。 

昼
食
を
終
え
て
、
諏
訪
神
社
入
口 

              

 

で
記
念
撮
影
を
し
て
顔
振
峠
に
向
か

う
が
、
歩
き
足
り
な
く
今
回
が
初
め

て
の
人
８
人
は
、
顔
振
峠
見
晴
台
に

登
る
。
残
り
５
人
は
顔
振
峠
の
茶
屋

で
く
つ
ろ
ぐ
。 

        

顔
振
峠
見
晴
台
で 

        

顔
振
峠
か
ら 

  

顔
振
峠
か
ら
吾
野
駅
に
向
け
て
下

り
始
め
て
数
分
、
右
手
に
す
ば
ら
し

い
眺
望
が
ひ
ら
け
る
。
ま
さ
に
顔
振

の
名
に
恥
じ
な
い
い
い
眺
め
で
あ
る
。

絶
好
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
で
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
押
し
た
く
な
る
所
だ
。 

下
る
途
中
で
は
美
し
い
シ
ャ
ガ
が

あ
ち
こ
ち
で
、
た
く
さ
ん
咲
い
て
い

た
。
他
に
も
ナ
ル
コ
ユ
リ
や
白
い
花

が
咲
い
て
い
た
。 

吾
野
駅
で
は
所
ハ
イ
が
今
回
拾
い

集
め
た
ゴ
ミ
を
分
別
し
、
秤
で
計
量
。 

登
山
道
で
の
ゴ
ミ
は
年
々
少
な
く
な

っ
て
お
り
、
ゴ
ミ
探
し
に
苦
労
す
る

感
じ
が
あ
り
、
ゴ
ミ
を
見
つ
け
、
手

に
入
れ
る
に
は
、
熱
意
と
コ
ツ
が
必

要
か
！ 

や
は
り
、
何
か
と
工
夫
・

実
践
で
き
る
ベ
テ
ラ
ン
と
そ
の
見
習

い
が
い
る
。 

毎
年
行
っ
て
い
る
こ
の
ク
リ
ー
ン

ハ
イ
ク
は
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
に
属
す
る

ク
ラ
ブ
や
会
の
合
同
行
事
で
あ
り
、

吾
野
駅
前
の
広
場
で
全
体
の
集
会
が

あ
っ
た
。 

参
加
し
た
各
会
か
ら
報
告
が
さ
れ
、

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
我
が
所
ハ
イ
会

長
が
挨
拶
と
報
告
を
行
な
っ
た
。 

 

全
体
で
の
参
加
者
数
８
５
名
。
拾

っ
た
ゴ
ミ
は
不
燃
物
１
５
．
７
ｋ
ｇ
、

可
燃
物
１
４
．
５
ｋ
ｇ
。 

（
所
沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

Ｈ
Ｐ 

よ
り
転
載
。
一
部
編
集
し
て
い
ま
す
） 

 

       

                                        

                                    

斗 
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 ユガテへの登り 

 

 

    

 

昼食を終えて 

 

ゴミ分別作業 

 

 

 

 

 

 全体集会で 会長挨拶 

 

   諏訪神社で昼食 

 

 

 顔振峠富士見茶屋で（新座山の会） 

 
 顔振峠・富士見茶屋にて 

    （埜歩歩富士見山の会） 
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第１７２号     ２０１１年   ７月 ２０日（月）発行          埼  玉  労  山      （１ ）     

 

 

 

『
第
３
回
岩
ネ
ッ
ト
報
告
』 

平
成
２
４
年
６
月
２
３
日
（
土
） 

奥
武
蔵
・
日
和
田
山 

男
岩 

参
加
者
：
計
８
名 

岩
ネ
ッ
ト
に
参
加
し
て 

６
月
２
３
日
（
土
）
曇
り
空
の
下
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
練
習
を
総
勢
８
名 

（
所
ハ
イ
３
名 

新
座
山
の
会
２
名 

浦
和
山
の
会
２
名 

わ
ら
び
山
の
会

１
名
）
水
谷
講
師
・
松
本
理
事
の
下
、

９
時
過
ぎ
に
日
和
田
の
現
地
集
合
。 

集
合
前
に
先
発
隊
に
よ
り
、
ザ
イ

ル
２
本
を
西
面
バ
ル
ジ
の
中
間
に
支

点
を
作
り
、
も
う
１
本
を
そ
の
左
５

ｍ
位
、
同
じ
中
間
点
で
支
点
を
作
っ

た
。 

 

そ
の
後
全
員
が
、
水
谷
講
師
よ
り

本
日
の
安
全
確
認
の
指
示
を
受
け
た
。 

始
め
は
女
性
３
名
が
左
側
ル
ー
ト
で

数
回
の
練
習
・
男
性
３
名
は
バ
ル
ジ

支
点
ル
ー
ト
、
左
右
２
ｍ
範
囲
を
数

回
に
渡
り
登
り
返
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
男
女
ル
ー
ト
を
交
代

し
、
練
習
に
励
む
。
そ
の
後
、
１
本

の
ザ
イ
ル
を
ク
ラ
ッ
ク
に
セ
ッ
ト
し

て
頂
き
、
男
性
２
名
が
登
っ
た
。 

最
後
に
、
西
面
右
端
の
カ
ン
テ
？

を
男
性
２
名
が
登
り
き
り
、
本
日
の

練
習
全
て
を
終
え
、
水
谷
講
師
よ
り
、

本
日
の
総
合
的
な
話
を
聞
き
、
練
習

が
終
了
し
た
。 

 

参
加
者
全
員
の
顔
が
、
み
ん
な
楽

し
く
満
足
し
て
い
る
様
に
見
え
、
次

回
の
岩
ネ
ッ
ト
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
様
で
あ
っ
た
。 

 
 

所
沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

 
 

清
水 

 

記 

 

＊
追
伸 

 

 

女
性
４
人
で
川
越
に
て
反
省
会
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

            

第
２
回 

沢
搬
出
技
術
訓
練
に
参
加
し
て 

 

こ
の
夏
の
猛
暑
の
中
で
、
訓
練
が

行
わ
れ
た
７
月
２
２
日
（
日
）
は
谷

間
の
よ
う
に
肌
寒
い
日
だ
っ
た
。 

今
回
の
訓
練
の
目
的
は
、
実
際
の

救
助
が
行
わ
れ
る
現
場
に
行
く
た
め

に
想
定
さ
れ
る
徒
渉
や
、
へ
つ
り
、

泳
ぎ
を
多
く
の
隊
員
が
経
験
す
る
こ

と
で
あ
る
。 

場
所
は
山
梨
県
丹
波
山
村
の
丹
波

川
本
流
と
小
常
木
谷
の
合
流
点
付
近
。

ま
さ
に
今
回
の
訓
練
に
ふ
さ
わ
し
い

激
し
い
流
れ
で
あ
る
。 

 

青
梅
街
道
を
下
り
丹
波
山
の
集
落

を
過
ぎ
る
と
ほ
ど
な
く
あ
ら
わ
れ
る

余
慶
橋
で
１
１
名
が
集
合
。 

沢
装
備
を
付
け
て
小
常
木
谷
出
合
へ

と
降
り
る
。
ガ
イ
ド
に
は
石
段
が
あ

る
と
書
い
て
あ
っ
た
が
悪
そ
う
な
ク

ラ
イ
ム
ダ
ウ
ン
で
あ
る
。 

安
全
を
期
し
て
立
木
を
使
っ
た
懸

垂
下
降
で
河
原
に
降
り
立
つ
。
こ
こ

か
ら
対
岸
に
向
か
っ
て
徒
渉
す
る
の

だ
が
、
沢
に
な
れ
な
い
隊
員
に
は
本

流
徒
渉
は
不
安
が
あ
る
。
岩
に
ハ
ー

ケ
ン
を
打
っ
て
本
流
に
ロ
ー
プ
を
張

る
。
先
に
徒
渉
し
た
隊
員
が
確
保
し

つ
つ
一
人
一
人
が
ロ
ー
プ
に
カ
ラ
ビ

ナ
を
通
し
て
徒
渉
す
る
。
小
柄
な
隊

員
の
胸
位
ま
で
の
深
さ
が
あ
り
緊
張

す
る
場
面
で
あ
る
。 

 

全
員
が
徒
渉
し
、
小
常
木
谷
を
遡

行
す
る
。
水
量
が
少
な
い
の
で
特
に

難
し
い
こ
と
は
な
い
が
、
両
側
が
絶

壁
の
深
い
ゴ
ル
ジ
ュ
の
底
で
増
水
時

は
厳
し
い
だ
ろ
う
。
５
分
ほ
ど
で
火

打
石
谷
の
出
合
が
あ
り
岩
岳
尾
根
へ

の
登
山
道
が
横
切
っ
て
い
る
。
出
合

は
広
く
ほ
っ
と
で
き
る
場
所
で
あ
る
。 

 

丹
波
川
本
流
ま
で
戻
り
、
左
岸
を

中
心
に
へ
つ
り
や
泳
ぎ
を
中
心
に
３

０
０m

ほ
ど
遡
っ
た
。
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
へ
つ
っ
て
覚
悟
を
決
め
て
流
れ
に

飛
び
込
み
、
足
が
つ
か
な
い
数
メ
ー

ト
ル
を
泳
い
だ
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
ザ

ッ
ク
が
動
き
を
制
約
し
て
う
ま
く
泳

げ
な
い
。
ほ
ん
の
１
０
秒
間
位
だ
っ

た
と
思
う
が
も
っ
と
長
く
感
じ
た
。 

 
 

個
人
的
な
反
省
だ
が
、
ザ
ッ
ク
の

雨
蓋
が
ず
れ
て
い
て
ザ
ッ
ク
内
に
大

量
浸
水
。
泳
ぎ
終
え
て
立
ち
上
が
る

時
に
重
さ
に
驚
い
た
。 

 

ほ
ん
の
３
０
０
ｍ
ほ
ど
の
遡
行
だ

が
全
身
濡
れ
て
し
ま
う
と
震
え
が
来

る
ほ
ど
寒
い
。
た
ま
ら
ず
雨
具
を
着

込
ん
で
寒
さ
を
し
の
い
だ
。
低
体
温

症
を
予
防
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。 

 

沢
の
厳
し
さ
を
充
分
に
体
感
し
た

と
こ
ろ
で
本
日
の
訓
練
は
終
了
。
右

岸
に
ロ
ー
プ
を
固
定
し
て
３
０m

ほ

ど
登
り
青
梅
街
道
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

に
戻
っ
た
。
沢
登
り
特
有
の
水
に
対

す
る
備
え
と
心
構
え
の
大
切
さ
を
再

確
認
し
た
有
意
義
な
訓
練
だ
っ
た
。 

 

熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
人 

浅
見
政
人 

記 
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救助隊 

 

＠
埼
玉
労
山 

 

“
沢
登
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
”
山
行
案
内 

 

初
級
沢
登
り 

沢
に
泊
っ
て
楽
し
も
う
！ 

秩
父
山
系
「
中
津
川
支
流
・
大
滑
沢
よ

り
白
泰
山
」
へ
」 

 

月
日 

8

月2
5

日(

土)
 

～ 
2
6

日(

日)
 

山
行
企
画 

 
8

月2
0

日(

月)
1
9

時3
0

分
～ 

 
 

 
 

 
 

 

浦
和
パ
ル
コ9

F

に
於
い
て 

 

秋
の
沢
登
り 

二
つ
の
沢
を
つ
な
い
で
笠
ヶ
岳
登
山 

「
湯
檜
曽
川
支
流 

東
黒
沢
・
ウ
ツ
ボ

ギ
沢
か
ら
笠
ヶ
岳
へ
」
谷
川
連
峰 

 

月
日 

9

月2
9

日(

土)
 

～ 
3
0

日(

日)
 

山
行
企
画 

 
9

月2
4

日(

月)
1
9

時3
0

分
～ 

 

浦
和
パ
ル
コ9

F

に
於
い
て 

 

【
問
合
せ
・
申
し
込
み
先
】 

 
 

担
当
理
事 

徳
重
博
文 

(

大
宮
労
山)

 

T
E
L
 

0
4
8

－6
6
4

－6
1
5
4
 

携
帯 

0
9
0

－8
8
4
1

－6
4
8
2
 

 

① 

沢
登
り
は
登
山
の
中
で
も
、
大
変

危
険
な
ジ
ャ
ン
ル
で
す
。
山
行
企
画
会

議
に
参
加
し
、
十
分
注
意
し
て
登
り
ま

し
ょ
う
。 

② 

山
行
企
画
会
議
で
予
習
し
な
が
ら

計
画
を
立
て
ま
す
。 

③ 

労
山
新
特
別
基
金
に

1
0

口
加
入

を
お
願
い
し
ま
す
。 

                                  

登
山
学
校
か
ら
！ 

 

９
月
講
座
「
地
図
の
読
み
方
」 

机
上 

９
月
３
日 

実
技 

９
月
４
日 

奥
多
摩
高
水
三
山 

３
３
名 

 

１
０
月
講
座
「
初
級
岩
登
り
」 

机
上 

１
０
月
１
日 

実
技 

１
０
月
２
日 

奥
武
蔵
日
和
田
山 

３
３
名 

 

１
１
月
講
座
「
天
気
の
見
方
」 

机
上 

１
１
月
５
日 

実
技 

１
１
月
６
日 

赤
城
鈴
ケ
岳 

 
 

３
３
名 

 
 

以
上
、
第
４
回
～
６
回
ま
で
の
登
山

学
校
を
無
事
終
了
。 

＊
詳
細
報
告
は
次
号
で 

 【
第
７
回
講
座 

総
合
学
習
登
山
】 

１
２
月
４
日
（
日
） 

 
 

 

西
上
州
・
鍬
柄
山
、
荒
船
山 

 
 現

在
、
単
位
参
加
者
を
募
集
中
！ 

 

参
加
希
望
申
し
込
み
は 

 
 

登
山
学
校
・
事
務
局
、
ま
た
は 

Ｈ
Ｐ
参
加
申
し
込
み
で
！ 

  

＊
受
講
生
の
方
へ 

 
 

感
想
や
登
山
学
校
へ
の
意
見
を 

 
 

お
寄
せ
下
さ
い
。 

（
尾
手
） 



第１７２号    ２０１１年 ７月１３日（水）発行          埼 玉 労 山       （ ２ ）     

理
事
会
報
告 

第
５
回
理
事
会
が
７
月
２
５
日(

水)

県
連
事
務
所
で
１
２
名
の
出
席
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

＊
全
国
連
盟
活
動 

 

・6
/
3
0
 

新
特
別
基
金
担
当
者
会
議

（
於
：
連
盟
事
務
所
）1

1
名
参
加 

＊
県
連
全
体
活
動 

【
事
務
局
】 

・
関
ブ
ロ
役
員
交
流
集
会9

/
8

～9
 

・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
自
然
交
流
集
会 

 

1
0
/
2
7

・2
8
 

(

主
管
：
千
葉
県
連)

 

・
安
全
講
演
会
の
会
場
予
約
…
高
鼻 

【
財
政
】 

・
連
盟
費
…
５
団
体
未
納
、
請
求 

 
 

 

【
機
関
紙
】1

7
9

号
発
行
予
定 

【
Ｈ
Ｐ
】
各
委
員
会
活
動
掲
載 

・
各 

Ｈ
Ｐ
担
当
者
の
協
力
を 

【
女
性
】 

6
/
1
0
 

山
筋
体
操
講
習
会 

・
新
体
連 

秋
田
駒
登
山
祭
典
…1

名 

・
東
日
本
女
性
登
山
交
流
集
会 

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】 

・
全
国
Ｈ
Ｃ
学
校 

奥
多
摩
観
光
荘 

 
9
/
2
2

～2
3
(

リ
ー
ダ
ー
学
校
変
更)

 

【
自
然
保
護
】 

・1
0
/
2
7

～2
8

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
自
然

保
護
集
会
（
千
葉
県
）
参
加
を
。 

・
放
射
線
量
測
定
の
お
願
い 

全
国
よ
り
１
台
借
入
。
貸
出
し
ま

す
。
積
極
的
に
測
定
を
。 

【
海
外
】6

/
3
0

～7
/
1
1

カ
ナ
ダ
・
ス

コ
ー
ミ
ッ
シ
ュ
周
辺
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ(

日
和
田A

R
P

西
津
他3

名)
 

【
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
】 

・6
/
1
7
 
A
M

遭
難
防
止
・
安
全
教
育

担
当
者
会
議
報
告1

3

団
体1

5
 

計2
2

名 

【
救
助
隊
】 

・7
/
9

沢
訓
練
机
上
学
習 

1
1

名 

・7
/
2
2

沢
救
助
訓
練 

丹
波
川
小
常
木
沢 

1
1

名
参
加
。 

【
登
山
学
校
】6

/
4

運
営
委
員
会 

・
第2

回
講
座
「
登
山
と
運
動
生
理
」

7
/
7

机
上
（3

7

名
）7

/
8

実
技 

那
須
茶
臼
岳
（3

5

名
） 

・
第3

回
講
座
「
山
で
の
救
急
法
」 

8
/
4

机
上 

8
/
5

実
技
日
和
田
山 

【
岩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】 

・6
/
2
3
 

第
３
回R

C
T
 

８
名
参
加 

 

次
回
は7

/
2
8
 

【
沢
登
り
ネ
ッ
ト
】 

・
初
級
沢
登
り 

 

「
沢
に
泊
っ
て
楽
し
も
う
！
」 

 

期
日 

8
/
2
5
(

土)

～2
6

（
日
） 

場
所 

中
津
川
支
流
・
大
滑
沢
～

白
泰
山
（
秩
父
山
系
） 

企
画
会
議 

8
/
2
0
(

月)
1
9
:
3
0

～ 

浦
和
パ
ル
コ9

F

に
於
い
て 

・
秋
の
沢
登
り 

「
二
つ
の
沢
を
つ
な
い
で
笠
ヶ
岳
へ
」 

期
日 

9
/
2
9
(

土)

～3
0

（
日
） 

場
所 

湯
檜
曽
川
支
流
東
黒
沢
・

ウ
ツ
ボ
ギ
沢
～
笠
ヶ
岳 

企
画
会
議 

9
/
2
4
(

月)
1
9
:
3
0

～ 

浦
和
パ
ル
コ9

F

に
於
い
て 

【
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
部
…
次
回
ブ
ロ
ッ
ク
会
議9

/
1
3
 

南
部
…6

/
2
1
 
8
/
2
4

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
総
括
交
流H

C
 

議 

題 

１
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
交
流
会 

期
日 

8
/
8

（
土
）
～1

0
/
9

（
日
）

場
所 

表
丹
沢
大
倉
・
滝
沢
園 

参
加
確
認
：
武
笠
、
木
村
、
他 

２
、
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
学
校
開
催 

期
日 

9
/
2
2
(

土)

～2
3

日
（
日
）

場
所 

奥
多
摩
観
光
荘 

 

募
集 

3
0

名 

 

３
、
関
東
ブ
ロ
自
然
保
護
交
流
集
会 

期
日 

1
0
/
2
7

（
土
）
～2

8

（
日
）

場
所 

千
葉 

参
加
確
認
：
加
納
、
他
自
然
保
護 

４
、
安
全
講
演
会
に
つ
い
て 

期
日 

1
1

月1
8

日
（
日
） 

 
 

受
付1

3
:
0
0

、
開
演1

3
:
3
0

～ 

 

会
場 

高
鼻
コ
ミ
セ
ン
（
予
定
） 

 
 

会
費 

5
0
0

円
～ 

予
定 

 

定
員 

9
0

～1
0
0

名 
 

 

講
師
候
補
：
猪
熊
隆
之
氏 

『
山
岳
気
象
に
伴
う
遭
難
事
故
』 

山
岳
気
象
予
報
士
、
山
岳
気
象
予

報
会
社
「
ヤ
マ
テ
ン
」
代
表
取
締

役
。
中
央
大
学
山
岳
部
監
督
で
、

エ
ベ
レ
ス
ト
西
稜
や
チ
ョ
ム
カ
ン

リ
な
ど
登
攀
歴
あ
り
。
ヒ
マ
ラ
ヤ

で
の
山
岳
気
象
の
精
度
は
信
頼
が

厚
く
、2

0
1
1

年
はN

H
K

グ
レ
ー
ト

サ
ミ
ッ
ツ
隊
や
竹
内
洋
岳
チ
ョ
・

オ
ユ
ー
隊
に
貢
献
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
．
そ
の
他 

・
災
害
支
援
高
速
道
路
利
用
の
件 

・
全
国
連
盟
個
人
会
員
制
度
募
集
開

始
時
期
の
延
期
に
つ
い
て 

・
４
コ
マ
漫
画
「
オ
ギ
ち
ゃ
ん
」
刊

行 

一
冊1

,
0
0
0

円 

＊
次
回
理
事
会 

８
月
２
９
日
（
水
） 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 

 
澤
藤 

 

           

                                        

                                        

                                     

２０１２年 

 関東ブロック自然保護交流集会 

 

期 日  10 月 27 日（土）～28 日（日） 

場 所   千葉の山  （未定） 

主 催   関東ブロック協議会 

主 管  千葉県勤労者山岳連盟 

 

＊詳細は後日お知らせします。 

 千葉県連が主管しますので、自然保護 

 について関心のある方、ならび各加盟

団体から 1 名位の参加協力をお願い 

 します。現地観察会、ハイキングあり。 

      ―自然保護委員会― 

【編集後記】 

梅雨明けとともに暑い日が続いていたかと思いや、夏山シーズン 

も終盤を迎えて、もう山々は初秋の気配が濃厚です。青い空にアキアカネが 

飛び交う草原には、リンドウやアキノキリンソウ、マツムシソウ等といった 

秋の花々が風に揺れています。 

 しかし、暦の上ではもう秋とはいえまだまだ暑い日が続いております。 

熱中症や冷たい飲料水の飲み過ぎ、オリンピック観戦による寝不足等で体調不良を 

訴える方も多いと聞きます。山に出かける時は雷と暑さ対策を万全に、康と熱中症に 

注意しながらもこの暑い夏をのりきりましょう。 

179 号の発行も 8 月にずれ込んでしまいました。この夏山の情報、山行記録等の寄稿をお待ちしてい

ます。    （澤） 

                

 

 

 

 

  

第１７９号     ２０１２年    ８月  ６日（木）発行         埼  玉  労  山      （  ６  ）   

 

  

第第 1166 回回  全全国国登登山山者者自自然然保保護護集集会会  

大気環境問題の現状と山岳環境保全について考える 

期 日  １1 月１7 日（土）～１8 日（日）   一泊二日 

会 場  大阪府高槻市・現代劇場、高槻京都ホテル 

参加費  10,500 円(宿泊代、資料代)交流会費別       閉め切り 10 月 31 日 

内 容  10/17（土）基調報告、記念講演、連盟報告 受付 12：00・開会 13:00 

           講師  兵庫県立大学環境人間学部教授 河野 仁 氏 

夕食＆交流会 

    10/14（日）分化会、交流ハイク登山 

主 催  日本勤労者山岳連盟  主 管  大阪府勤労者山岳連盟 

 

 

 

 


